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第一章　緒 言

余は先 に鉤虫症患者血液 に就 き村田の動物

実験 と類似の方法に より実験を行い血漿 中に

のみ催貧血性物質 の存在 せるを報告せ り.(第

三報)其 の后 浅越-松本-渡辺,宮 崎 も本 症

患者血清中に本貧血性毒素の存在せ るを認め

たり.

斯の如 く本症患者流血中に催貧血性物質の

存在せる事実には異論なくも,之 が理化学的

性状についての業績は余の未だ見聞せざる所

な り.

仍つて余は更に本症患者血清 中の催貧血性

物質の本態を究明 せん と欲 し,諸 物質 のアル

コール,エ ーテルに対す る溶解性,耐 熱性及

び牛膀胱膜通過試験等の実験 を行 ひ興味 ある

成績を得た るを以 て茲 に報告 せん とす.

第二章　實驗動物及び其の方法

(1) 実験 動物　 前報 と同様 に飼養せ る白色

家 兎を使用せ り.

(2) 実験材料　 鉤虫症患者の内強度の貧血

像を呈す る患者10名 を選び採 血 せ り.其 の

血液像は第1表 の如 し.

第1表

上記患者 の血液 を駆虫前早朝空服時に肘窩

静脉より採血 し血清 を分離 せ り.各 実験には

該血清10.0竓 宛使用せ り.

(3) 血液検査　 前報 と同 方法 によ り血 色素

量,赤 血球数,綱 状 赤血球数及 び白血球数 を

算定せ り.

第三章　實 驗 成 績

第一節　 アル コールに対 す る溶解性

患者 第1, 2例 の各血清10.0竓 に純 アル コー

ル20.0竓 を加へ2時 間振盪 混和 后濾過 し,

残渣 と濾液 とに分 ち,残 渣は室温乾燥 后細磨

し生理 的食塩 水5.0竓 を加へ残渣乳剤を作製

せ り.濾 液 は減圧乾燥 し帯黄白色の物 費を得,
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之に生理的食塩水1.0竓 を加ヘ エキ ス乳剤を

作製せ り.

上記各乳剤を鏡検す るにエキス乳剤中には

虫体 自体のアル コールエキスを鏡検す る時 と

同様 の脂肪様物質(第 二報)を 多数認めた り.

残渣乳剤中には之を認めず.

使 用に際 し残渣乳剤は振盪混和 后毎分1000

回転 の遠心器にて1分 間遠心沈澱 し,そ の上

液 を全量,エ キ ス乳剤は振 盪 混 和 后 其 の 儘

1.0竓 を各 々家 兎耳翼静脉へ注射せ り.

第一項　残渣注射の場合(第2表)

赤血球数　血色素量及び網状赤血球数は正

常値を示し増減を認めず.

白血球数は2例 とも軽度の増多を示せ り.

第2表　 アル コールに対 する溶解性

残渣注射の場合

第二項　 エ キス注射の場 合(第3表)

赤 血球 数 は 注 射 后 減 少 を示 しNo. 69, No.

 70の 何れ も2時 間 目に 最 高 度 の 減 少 を示 せ

り.そ の減 少度 はNo. 69は105万, No. 70は

115万 な り.

血 色素 量は 略 々赤 血 球 曲線 に竝行 し, No.

 69は2時 間 目にNo. 70は4時 間 目 に 最 高 度

の減 少を示 せ り.其 の減 少 度 はNo. 69は9

%, No. 70は13%な り.

網状赤血球数は著変を認めず.

白血球 は2例 とも増 多を示せ り.

第3表　 アル コールに対 する溶解性

エキス注射 の場 合

第二節 エーテルに対 す る溶解性

患者第3, 4例 の各 血 清10.0竓 にエーテル

20.0竓 を加へ分液漏斗に入れ, 2時 間振盪后

水層 とエーテル層 とに分ち水層は減圧乾燥后

細磨 し,生 理的食塩水5.0竓 を加へ残渣乳剤

を作 製せ り.

エ ーテル層 は乾 燥 后 生理 的食塩 水1.0竓 を

加 へ,エ キ ス乳 剤 を造 りた り.

使用に際 し残渣乳剤は振盪混和后毎分1000

回転 の遠心器 にて1分 間遠心沈澱 しその上液

を全量を,エ キス乳剤は振 盪 混 和后其 の儘

1.0竓 を各 々家 兎耳翼静脉へ注射せ り.

第一項　残渣注射の場 合(第4表)

赤血球数 血色素 量及び網状赤血球は著変な

く,白 血球数は軽度の増多を来 した り.

第二項　 エキス注射 の場 合(第5表)

赤 血球 数 はNo. 71は2時 間 目, No. 72は4

時間 目に最 高 度 の減 少を示 し,そ の減少度は
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No. 71は 約100万
, No. 72は 約130万 な り.

第4表　 エーテルに対せ る溶解性

残渣注射の場 合

第5表　 エーテルに対 する溶解性

エキス注射 の場合

血色素量は略 々赤血球曲線 に竝行 し, 4時

間目に2例 とも最高度の減少を示 し,其 の程

度 はNo. 71は11%, No. 72は13%な り.

網状 赤血球 教は著変を認めず.

白 血球 数は不定の増多を示せ り.

第三節　貧血毒素の耐熱性(第6表)

患者 第5, 6例 の各血 清10.0竓 よ り第 二節

と同 方法 に よ りエ ーテル エ キ ス1.0竓 を作 製

し,盪 煎 にて100℃ 1時 間加 熱 し 生 理 的食

塩 水 を以 て原量 とな し,家 兎耳翼 静脉 へ1.0

竓 注射 せ り.赤 血 球 数 は2例 とも4時 間 目に

最 高 度 の減 少を示 しNo. 81は120万No. 82

は約130万 の減 少あ り.

血 色 素量 は赤血 球 曲線 と竝 行 し4時 間 目に

No. 81, No. 82何 れ も9%の 減 少あ り.

網状 赤血球数は著 変を認めず.白 血球数は

不定の増加 を示せ り.

第6表　 貧血毒素の耐熱性

第四節　貧血毒素の牛膀胱膜通過試験

意者第7, 8例 の各血 清10.0竓 よ り第 二節

と同方法 によ りエーテルエキ スを作製 し,之

を生理 的食塩 水にて15.0竓 とし牛 膀 胱 膜 に

入れ15.0竓 の生理的食塩 水 中に透 析す るこ

と24時 間その后 内 液 と外液 とを各 々減 圧濃

縮 し1.0竓 とし家 兎耳翼静脉へ注射せ り.

第一項　 内液注射の場合(第7表)
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赤 血 球 は2例 と も4時 間 目に最 高 度 の減 少

を示 し, No. 83は 約95万, No. 84は 約80万

の減 少 あ り.

血 色素 量 は 略 々赤 血球 曲線 に竝 行 しNo. 83

は4時 間 目, No. 84は2時 間 目に最高 度 の減

少 を示 し之 の程 度 はNo. 83は7% No. 84は

12%な り.

網状赤血球数は2例 とも軽度 の増 多を示せ

り.

白血球数 は不定の増加 を示せ り.

第7表　 貧血毒素の牛膀胱膝適過試験

内液注射の場合

第二項　外液注射の場合(第8表)

赤血球数,血 色素量及び網状赤血球数は正

常値を示 し著変を認めず.白 血球数 は2例 と

も軽 度の不定の増加を示せ り.

第8表　 貧血毒素の牛膀胱膜通過試験

外液注射の場 合

第五節　 貧血毒素を分離 し,酸 性アルカ

リ性及び中性物質 に分 ち,各 々

家兎 に注射せ る場合

患者 第9, 10例 の各血清10.0竓 にエーテル

20.0竓 を加へ分液 漏 斗に入れ2時 間 振盪后

エーテル層 を分離せ り.此 のエーテル層に第

9表 の如 き操作 を加へ酸性アル カ リ性及び中

性物質 を得 た り.前 記 各 物質 に70%ア ルコ

ール0 .5竓 を加へ各アル コール溶液 となし之

を全量家 兎耳静脉へ注射せ り.

第9表
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第一項　 酸性物質注射 の場 合(第10表)

赤血球 数 はNo. 87は4時 間 目に約50万No.

 88は6時 間 目に35万 の減 少を示 せ る も著 明

な らず.

白色素量には著 変を認めず.

網状赤血球数はNo. 88は 軽 度の増 多を示

しNo. 87は 常に正常値 を示せ り.

白血球数は軽度 の不定の増加 を示せ り.

第10表　酸性大質注射の場 合

第二項　 アルカ リ性物質注射 の場 合

(第11表)

赤 血球数及び血色素量は正常値 を示 し減少

を認めず.

網状 赤血球 数 はNo. 90は 全経 過 中増 多 を

示 しNo. 89は 正 常値 内を動揺 せ り.

白血球数 はNo. 89は 軽 度 の増 多 を, No. 90

は著明 な増加 を示 せ り.

第三項　中性物質注射の場合(第12表)

赤血球数 はNo. 91, No. 92何 れ も4時 間 目

に最高度 の減 少 を示 し其 の 程 度 はNo . 91は

約130万, No. 92は 約120万 な り.

血色素量 は略 々赤血 球 曲線 と竝 行 し, No .

 91は4時 間 目に13% No . 92は2時 間 目に9

%の 減少 あ り.

第11表　 アル カ リ性物質注射の場合

網状赤血球 には著変を認めず.

白血球数は不定の増加 を示せ り.

第12表　 中性物質 注射の場合

第四章　總括及び考接

鉤虫性貧血の発生機転に関しては従来出血

説,消 化器障害説及び中毒説あ り.余 は先に
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虫体 自体 内並に本症患者流血 中に貧血毒素 の

存在せ らるるを報告 し中毒説を 主張 し,且 つ

虫体 自体 内に 含有せ らるる該毒素が耐熱性に

して水に不溶,ア ル コール,エ ーテル及びア

セ トンに易溶性而 も牛膀胱膜不通過 の中性物

質 なるを認めた り.仍 つて更 に本症患 者流 血

中に存在す る催貧血性物質 は如何な る種類 の

ものかを明 らかにせん と欲 し其の理 化学的性

状 を検せ り.

本実験を総括すれば次の如 し.先 づ本症患

者血清 中の催貧血性物質 のアル コール,エ ー

テルに対す る溶解性を検せ るに,ア ル コール,

エーテル エキス注射家 兎に於 ては著明な貧血

の惹起 さるるを認め,同 残 渣乳剤注射家 兎に

於 ては貧血 の起 らざるを知れ り.即 ち該物質

はアル コール及びエーテルに易溶性な り.

耐熱性についてはエーテル,エ キス乳剤を

重盪煎上 にて100℃ 1時 間加熱せ る后,家 兎

に注射 して も著明 な貧血を来すを認め,本 毒

素は熱に対 して抵抗 強 く加 せ るに何 等影響

な きを知れ り.

又 エーテルエキス乳剤を牛膀胱膜に 入れ,

同量 の生理的食塩水中に浸 して本毒素 の透析

性を検せるに内液 注射家 兎では著明 な貧血 を

来す も外液注射家 兎では貧血を惹起せざるこ

とよ り牛膀胱 膜を通過 し得ざることを明 にせ

り.

更 にエーテルエキスを分劃 し,酸 性 アル カ

リ性及び中性物質 に分 ち前二者を注付せ る場

合 には貧血 を惹起せざるを知 り,中 性物質 注

射家 兎では著明 な貧血を 来すを認めた り.

以 上の成績 より貧 血を惹起す る毒素は類脂

肪体な るとの推定 に達せ り.

高 橋-阿 南は 鉤虫に よる貧血 の脾性発生に

関 する実験 的研究 を行ひ,ア ル コール浸漬后

の虫体乳剤を家 兎に注射 し,貧 血を惹起せ し

め其 の発生機転を検索 し,虫 体乳剤 の注射に

由 りて起 る貧血 は虫体毒素が先 づ脾臟 に作用

し,恐 ら く之 よ り催貧血性物質 を血 中に送 り,

此 の物質 が骨髓に作 用し, Sperreを 惹起せ し

む るに因 るものな りと主張せ り.

然るに教室の佐久間は最近乾燥虫体の生理

的食塩 水乳剤を摘脾家 兎及び肝臟障碍家兎に

注射 し,前 者に於 ては正常家 兎に注射せる場

合 と同様 に貧血 の出現 を認め,後 者に於ては

貧血 の発 生を認めざる事 よ り高 橋-阿 南 の脾

性発生説に反対 し肝臟 の重要性を主張せ り.

此 の両者 の異論 は使用乳剤の差違 より生 じた

るものに して本虫体内毒素 は余が先 に報告せ

る如 く一部はアル コール易溶性の事実 より考

察すれば当然の事な るべ し.

当数室 の内藤 は本症患者血清 エーテルエキ

スより略々同様 の方法によ り得た る酸性,ア

ルカ リ性及び中性物質 を使用 し骨髓の潅流試

験 を行ひ中性物質 注射侍 にのみ赤血球の骨髓

よ りの流 出が阻止せらるるを認め,又 岡は本

症患者尿中に催貧血性物質の存在 せるを認め,

更 に本物質 はアル コール及びエーテルに易溶

性 の中性物質 なるを明 らかにせ り.

以上 の事実 よ り釣虫性貧血 の発生は虫体の

尾部 よ り排 出(前 回報告)せ られたる類脂肪

様物質が腸管 より吸收 され,之 が肝臟に作用

し賦 活 され以 て肝臟 より別個 の類脂肪様催貧

血物質 を血 中に送 り此 の物質が骨髓に作用し

Sperreを 惹起せ しむ るに よるものならん.又

本催貧血性物質は尿中 よ り排泄せ らるるもの

な り.

尚本物質 は上記性状 よりして,最 近友田の

報告 せ るパ ンチ氏 病催 貧 血 性 物質或は小山-

山上-阿部 の報告せ る溶血性黄疸 催貧血 性物

質 とは別のものな るべ し.

第五章　結 論

(1) 鉤虫症患者血清中の催貧血性物質はアル

コール及 びエーテルに易溶性な り.

(2) 本催貧血性物質は100℃ 1時 間加熱する

も破壞せ られず,即 ち耐熱性な り.

(3) 本催貧血性物質は牛膀胱膜を通過せず.

(4) 本 催貧血性物質 は酸,ア ルカ リにて破壞

せ られ る中性物質 な り.

擱筆するに臨み御指導御校閲 を賜 りた る恩師北山

教授 に対 し満腔の謝意 を表す.
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